


＜日照時間＞ 
４月中旬以降、晴れた日が多くなりましたが、６月入ってからは一転して曇天傾向

が続きました。７月上旬から８月中旬は晴れた日が多く、その後晴天と曇天を繰り返し
ています。８月下旬から９月中旬の日照時間は、平年並みとなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生育の概況 

生育初期に葉いもちの発生が散見されましたが、穂いもちの発生は少なくなってい
ます。 
高温傾向により、稈長がやや長く、倒伏しているほ場もみられます。 
早期栽培では、白未熟粒は少ない傾向にありますが、カメムシによる斑点米被害が

みられ、普通期栽培での影響が懸念されます。 
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○生育基準田の生育調査結果 【平成28年9月9日現在】

稈長 穂長 穂数
（cm） （cm） （本/㎡） （本/株）

コシヒカリ 一志町高野 6月14日 81 19.8 259 16 8月9日

調査地点品種 移植日 出穂期



今後の管理 
 
・早期落水は未熟粒や胴割れ米等が多発し玄米の品質が低下するので注意しましょ

う。 

 

＜適期収穫＞ 

・穂の基部に緑色籾数が３～４粒程度残る頃が収穫適期です。また､コシヒカリでは籾

水分が２６～２８％の頃が収穫適期となります。  

・早刈りは未熟粒（青米や充実不足）の増加、刈り遅れは茶米や胴割粒の増加となり､

いずれも品質が低下します。本年は高温傾向のため、成熟期が早まる傾向にありま

す。品質向上のために適期収穫を励行しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○水稲生育予測 【平成28年9月12日現在】

品種 移植日 出穂期 （平均との差） 成熟期 （平均との差）

5月15日 7月30日 (0.2日早い) 9月1日 (0.9日早い)

5月30日 8月10日 (0.2日遅い) 9月13日 (0.2日早い)

6月15日 8月23日 (0.3日遅い) 10月1日 (1.1日遅い)

5月15日 8月3日 (1.0日早い) 9月7日 (0.7日早い)

5月30日 8月20日 (2.2日遅い) 9月25日 (2.0日遅い)

6月15日 9月19日 (1.7日遅い) 10月23日 (1.7日遅い)

※三重県農業研究所作成の生育予測システムVer.9.2による予測です。

気象庁アメダス津観測地点データ（直近10ヵ年の平均気温）を使用しています。

コシヒカリ

みえのゆめ


